















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































屯入らず，島国的保守性を強く持ち， ローマ法を外国法と して取扱い， これ
を参考にして固有法を発展させた。
ローマ法に対する各国の態度を略言するならば， ドイツはこれを理想の法
５４
として全面的に継受し，フランスIまこれを自国の法として発展させ，イギリ
スはこれを参考の法として利用した。近代各国のローマ法継受の態様は，こ
れら三つの形態の何れかに該当するものと言えよう。
